
 
 

○共同荷さばき場設置に伴う、路上貨物車両への影響について  
路上占有時間と駐車密度                  [調査条件：平日(木)、7h～18h] 

 

 

 

 

 
○結論 
  実験では共同荷さばき場周辺の一定の範囲において、道路空間の改善が図られた。 
   【影響範囲】 路上：半径 100ｍ 、路外：半径 150ｍ  
  そのため、将来の再開発における共同荷さばき場の設置については、当該地域全体を 
 包括できるような配置計画（複数個所、規模等）を検討する必要がある。 

 

 【参考】「西銀座地域 共同荷さばき場社会実験」の結果 
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[駐車密度]  (台/12h・100m) 

 影響範囲:100m 
 総占有時間：約230分 

 影響範囲:150m 
 総占有時間：約990分 

 影響範囲:100m 

 総占有時間：約180分 

 影響範囲:150m 
 総占有時間：約890分 

 街区全体 
 総占有時間：約 1460 分 

 街区全体 
 総占有時間：約 1640 分 

 
 

 [占有時間]  
  15～30分 
 
  31～60分 
 
  1時間以上 

     

 
 [共同荷さばき場] 
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路外 
 
 

 [占有時間]  
  15～30分 
 
  31～60分 
 
  1時間以上 
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[駐車密度]  (台/12h・100m) 

[路上占有時間] 

[路上占有時間] 


